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Open Campus
～財務総研の研究・交流活動紹介～

財務省のシンクタンク、財務総合政策
研究所とは？～栗原毅所長に聞く～

財務総合政策研究所（以下、財務総研）は、1985
年に財政金融研究所として設立され、2000年に財務
省の発足に伴い現在の名称に変更されました。財務省
のシンクタンクとして、財政経済に関する調査・研究
のほか、海外の研究機関との研究交流、開発途上国に
対する知的支援、法人企業統計等の統計調査、財政史
の編纂、財務省職員の研修等を行っています。

今回は2021年7月に財務総研所長に就任され、財
務総研の前身である財政金融研究所での勤務経験もお
持ちの栗原所長に、財務総研の特徴・目指すべき姿や
これまでのご経験などについてお聞きしました。（2021
年11月25日収録）

プロフィール
栗原  毅　所長（写真中央）
1986年に大蔵省に入省し、外務省在フランス日本国大使館一等書
記官・参事官、国際局開発政策課長、関東信越国税局長などを経て、
2021年7月より財務総研所長を務めています。

［聞き手］
豊髙  裕夢　研究員（写真右）
2019年に明治安田生命保険相互会社に入社し、島根県での勤務や
明治安田総合研究所を経て、2021年10月から財務総研の研究員を
務めています。
三箇山  正浩　研究員（写真左）
2016年3月に一橋大学経済学部経済学科を卒業し、同年4月に株
式会社横浜銀行に入行、同行では異動により神奈川県から東京都に
フィールドは変えながらも一貫して法人営業に従事してきました。
2021年10月より財務総研の研究員を務めています。

１．はじめに
豊髙：

栗原所長は係長時代に財政金融研究所（財務総研の
前身）にいらっしゃいましたが、約30年ぶりに財務
総研に戻ってこられてどのような印象をお持ちになり
ましたか。
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・�財務省のシンクタンク、財務総合政策研究所
とは？�～栗原毅所長に聞く～

・�Tokyo�Fiscal�Forum�Seminar―Towards�Post�
COVID-19�Fiscal�Policy�and�Digitalization�in�Asia―
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栗原所長（以下、栗原）：
私は1990年から1992年にかけて財政金融研究所

に在籍していたのですが、業務内容が当時と変化して
いない部分と変化した部分があるという印象です。変
化していない業務としては、財政史の編纂や財務省図
書館の運営、法人企業統計調査等の統計調査、財務省
職員の研修などの業務があり、一方で内容が変化した
業務としては、開発途上国に対する知的支援や財政経
済に関する調査・研究があります。

豊髙：
開発途上国に対する知的支援の業務と財政経済に関

する調査・研究の業務内容の変わった点をそれぞれ教
えていただけますか。

栗原：
まず、開発途上国に対する知的支援の業務について

ですが、私が財金研にいた頃に丁度この業務が始ま
り、体制強化のために私自身も（国際交流課の前身で
ある）国際交流室の設置要求に携わった時期でした。
当時は、ソ連が崩壊し、東西冷戦が終結するととも
に、アジアNIES（韓国、台湾、香港、シンガポール）
が経済発展を始めている状況であり、当時世界的に注
目されていた日本経済の成功を背景に、財政経済分野
においても日本の財務省に対する技術的支援の要請が
強まっていたことが国際交流室設立の背景となってい
ます。その一環として、途上国の財務省・中央銀行か
らの研修生受入セミナーの実施や途上国からの調査・
研修ミッションの受入れが始まり、私自身それらを担
当していました＊1。当時の途上国は運輸通信インフラ
も未整備で、例えばミッションを日本に派遣したモン
ゴルとの直通電話は2回線ほどで使えず、テレックス
で連絡が来るとか、ウランバートルと日本との直行便
もない状況でした。

今回着任して、当時始めた受入研修が継続するだけ
ではなく、後述の通り、ASEAN諸国とのかかわりも
進化し、中国・インドとの共同研究も進展するなど
30年の間の業務内容の深化を感じました。

＊1） 当時の財務省の技術的支援の黎明期について詳しく知りたい方は、栗原毅「技術的支援裏方の記―大蔵省における技術的支援の試み―」（『ファイナン
ス』1992年5月号p.28-39）をご参照ください。

＊2） 「アジア・太平洋金融・資本市場発展研究会」の活動は、大蔵省財政金融研究所内金融・資本市場研究会編『アジアの金融・資本市場　21世紀へのビ
ジョン』（1991年、きんざい）にまとめられています。

次に財政経済に関する調査・研究の業務内容の変化
です。1点目は、30年前は研究所ができて間もないこ
ともあり、研究活動はなお所長以下の個人的なリソー
スに依存する部分が大きかったのに対し、研究会や国
際コンファレンス、ディスカッション・ペーパーなど
の各種ペーパー類という標準的な研究活動のツールが
整備されているという印象を持ちました。こうした
ツールは30年の間に関係者が議論を重ねた結果、財
務総研にふさわしいツールとして整備されてきた結果
だと思います。

2点目は、財務総研の海外の研究交流の力点が、当
時の欧米諸国からアジア諸国へと変化していることで
す。1990年頃は、日本全体として、海外留学に行く
人も少なく、民間研究機関もでき始めていた頃だった
ということもあり、財務総研として、NBER（全米経
済研究所）やウォートン・スクール、チャタムハウス
やLSE（ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス）
といった欧米の著名な研究機関との共同コンファレン
スの開催などに比重がありました。しかし、今では民
間研究機関も海外研究機関との交流を深めてきてお
り、財務総研が自ら海外機関との関係構築に配意しな
いといけない段階は終わったのだと思います。

その一方で、財務総研は、アジア経済に注目が集ま
る前の1990年以前からアジアへの視点を持っていて、
当時からアジア経済についての研究会やミッションの
派遣も行っていました。例えば、「アジア・太平洋金
融・資本市場発展研究会」＊2 があり、各国毎に金融市
場の研究を行っていました。自分が担当して同研究会
のASEAN諸国への調査出張ミッション派遣を1991
年2月に行ったのですが、東京を出発する前日の夕方
に最初の到着目的地のタイでクーデターが起きたとい
うニュースが流れてきて、大変緊張したことは今でも
よく記憶に残っています。財務総研の海外交流の力点
が、欧米からASEANや中国インドにシフトしてきて
いるのも、30年間のアジア諸国の民主化・経済成長
を背景に日本との関係の深化を踏まえた自然な流れと
いう印象です。
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豊髙：
財務総研が、この事務年度で取り組もうとしている

研究・交流活動について、簡単にご紹介いただけます
か。

栗原：
研究活動としては、設立時の問題意識である中長期

的な経済財政に関わる研究という大枠の下、財務省内
の他の部局ではなかなか取り組めない「一歩先の経済
社会」の変化を見据えた研究を行ってきています。研
究テーマについては、毎年大きく変えていくよりも、
ある程度の継続性を持たせるように心がけています。
近年では、人口動態やそれを受けた働き方の変化につ
いて研究会を開催しています。

研究交流活動としては、中国やインド、ASEAN諸
国の研究機関と連携して、ワークショップや研究交流
活動を行っています。海外との交流においては、前述
した財務総研の持っている様々な研究ツールを交流の
手段として最大限有効に活用していくことを意識して
います。組織のトップ同士が年に1回話をするだけと
いった「点」の付き合いでは、交流の幅が広がらない
ので、スタッフレベルの交流や交流の頻度を増やし、

「面」での付き合いにしていくことが重要と考えていま
す。その際には、コロナ禍で直接的な交流に制限があ
る中で、オンラインを上手く活用することがますます
重要になると思います。実際、オンラインの活用によ
り、例えば、これまでは不可能だった日本と現地にい
る有識者・実務家をすべてつないだ参加者100名程度
の研究会の開催もできるようになりました。

２．財務総研の「強み」と役割
豊髙：

財務総研の「強み」はどこにあるとお考えですか。

栗原：
財務総研の研究活動は、財務総研のみで行っている

ものではなく、研究会やフィナンシャル・レビューの
編纂などを通じて、数多くの外部の研究者・有識者の
力をお借りして進めています。今までに財務省の様々
な部局を経験しましたが、こうした外部の研究者・有
識者との幅広いネットワークは他の部局にはない「強
み」と言えると思います。

豊髙：
「研究所」という名前ですが、大学などの研究機関

や民間のシンクタンクとの違いはどのような点でしょ
うか。

栗原：
研究に主眼を置くという点では共通するものの、財務

総研は「政策当局の中」にあるということが一番の違い
ですね。財務省という政策当局の中で、それぞれの内
部部局と関わりを持ちつつ、かつ数多くの外部の研究者
も交えて研究活動を行っているという点だと思います。

豊髙：
財務総研の財務省内・社会での役割はどのようなも

ので、今後、どのような方向を目指していくべきとお
考えですか。

栗原：
1つ目は、先ほどの「強み」とも関わってくる部分

になりますが、自らも属する政策当局と、幅広い研究
者とのネットワークを生かして、政策当局とアカデミ
アの架け橋の役割を果たすことが、財務総研の強みを
活かすことができる大切な役割と考えています。様々
な研究活動も、こうした視点を横断的に持って進めて
いければと考えています。

2つ目は、行政データを用いた研究を進めていくこ
とです。2021年秋には、財務総研と共同して税関が
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保有する輸出入申告の個票データを用いた統計的研究
を実施する研究者の公募が行われましたが、2022年
春を予定している共同研究開始に向けて、部内の体制
を整えています。近年、ビックデータの活用による
データ分析があらゆる分野で進展していますが、我々
もその流れに取り残されず、EBPMにも積極的に取り
組む必要があると思います。

3つ目は、財務省職員の成長機会をできるだけ多く提
供することです。各種研修や、ランチミーティング等の
セミナー、ディスカッション・ペーパー等のペーパーの
執筆などにより、財務総研には、財務省職員の成長に利
用して頂けるツールが多々存在しています。また、財務
総研には、前述のとおり、外部の研究者の方も多数往来
されており、部内の職員にアカデミアの世界に触れても
らうことによって、自己研鑽に励んでもらうことも可能
だと思います。これは同時に、アカデミアの人たちに政
策への興味を持ってもらう機会にもなると思います。

4つ目は、英語による情報発信を強化することです。
例えば、財務総研が年4回程度発行しているフィナンシャ
ル・レビューの英語版として「Public Policy Review」が
ありますが、同誌は財務総研のホームページのアクセス
数でも常に上位に位置しています。日本の財政について
制度と最近の議論の状況について、5本前後のまとまっ
た論文が読める雑誌として、海外からの関心も高い雑誌
です。私自身も、海外の方と機会があるごとに、本誌に
ついてPRするように努めています。先日のTokyo 
Fiscal Forum Seminarでも、最新号が財務総研のホー
ムページに掲載されている旨紹介させて頂きました。

最後に、過去にとらわれずに絶えず時代の動きをに
らんで自ら変化していくことです。財務総研が誕生し
てから約35年になりますが、この30年で日本経済・
世界経済も大きく変動しました。アジア経済も30年前
とは全く様相を変えています。組織としての立ち位置
を時代に合わせてよく考えたうえで、持っているツー
ルを最大限活用していくことが必要だと思います。

三箇山：
所長が過去に経験された他の部局と異なる財務総研

の特徴があれば教えてください。

栗原：
一番違うのは「時間軸」ですね。財務省の他の部局

のように法令や予算を所管していたり、個別の行政を
司っていたりするのであれば、自分の担当所管分野で
何か対応すべきことが起こると、場合により即対応が
必要ということになります。一方で財務総研の扱って
いる業務は「研究」がメインなので、今日明日で答え
が導けるものでもないため、より長い時間軸、数か月
から一年位の時間軸で業務を行うことになります。

逆に、所管行政分野があると業務はその分野が中心
ということになりますが、研究活動主体の財務総研では
その時々の経済財政の課題を幅広く扱えるという、業
務内容の自由度が高いということが言えると思います。

三箇山：
財務総研の活動には、大学、国際機関での研究経験

を持つ方や民間企業からの研究員が参加しています
が、異なるバックグラウンドの人たちが参加すること
で、どのような効果を期待していますか。

栗原：
財務総研には、国家公務員である職員のみならず、

研究者としてのバックグラウンドを持つ任期付き国家
公務員の方や、民間企業でのバックグラウンドを持つ
研究員の方々が数多く参加しており、霞が関の中央省
庁においても、その職員の多様性が非常に大きい組織
の一つだと思います。

こうした多様な背景・職歴を持つ人たちがお互いの
知見・経験を共有することでお互いの成長機会につな
がることを一番期待しています。異なるバックグラウン
ドの人と交流することは、自分のこれまでの「無意識な
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常識」を意識化し、固定観念を取り払うことで物の見
方や考え方を広げる非常に良いチャンスだと思います。
それは民間企業出身の研究員の方々にとっても財務省
職員にとっても有意義だと思います。私自身も株式会社
産業革新機構という官民ファンドで大勢の異なるバック
グラウンドを持つ100名以上の若い人々と仕事をしたり、
アジア開発銀行で60を超える国籍を持つ人たちと働い
たりしたことが非常に刺激になりました。今はオンライ
ンのツールも導入されたので、皆さんにはそのツールも
利用して積極的に交流してほしいと思っています。

３．栗原所長のご経験について
三箇山：

所長が財務総研で仕事をするうえで心掛けているこ
とを教えてください。

栗原：
財務総研の業務に限りませんが、常に職場で行って

いる業務において、時代の変化に応じて見直すべきも
のはないかとの点に心掛けています。今行っている業
務は、その開始当時の状況下で、皆が衆知を集めて議
論し、合理的な意義・目的があったからこそ、その業
務があるということだと思います。しかし、時代環境
は常に変化していくので、現時点でも当時意識した業
務の意義・目的は有効なのか、新しいポジションに就
くたびに自問自答するようにしています。

また、その業務の意義・目的が現在も有効である場
合でも、今のやり方が、テクノロジーの進展などの時
代の変化に応じて、最も効率的効果的なのか、を考え
るようにしています。例えば、財務総研においても、
ランチミーティングや研究会などは、以前は物理的に
会議を行っていたため、参加人数に会議室の大きさと
いう物理的な縛りがあり、30人位までが限界であり
ましたが、コロナ禍を受けてオンライン化したこと
で、開催の事務負担の削減だけでなく人数についても
物理的な制約がなくなったことから、非常に多くの人
に参加してもらえるようになりました。これは、同じ
活動をしても、やり方の変化により、財務総研の強み
である研究者・有識者とのネットワークがより発揮で
きるという一つの証左だと思います。

三箇山：
財政金融研究所で、過去勤務されていた際に、印象

に残っており、その後の仕事に役に立ったと考えてい
ることがありましたら教えてください。

栗原：
1点目は、海外の研修生の受入れセミナーである「ア

ジア開発銀行・大蔵省財政金融研究所トレーニング・
セミナー」や、LSEやウォートン・スクールとの国際
コンファレンスなど国際的な業務に携われたことです。
「アジア開発銀行・大蔵省財政金融研究所トレーニ

ング・セミナー」については、その2回目を担当（そ
の後、財務総研独自の今の開催方式に変更）したので
すが、20代半ばで初めて英語を使って国際機関と仕
事をする機会で非常に印象深い経験です。また、国際
コンファレンスとしては、アメリカのウォートン・ス
クールやイギリスのLSEとの開催を担当しました。
先方の大学・研究機関の研究者の方々との調整が必要
で苦労しましたが、今振り返ると非常に貴重な体験が
できたと思います。

2点目は、当時の財務総研内外で知合いが増え、そ
の後も含め、種々教えを乞うことができる方に出会え
たことです。財務総研には、当時も民間企業からの研
究員の参加が多かったですし、外部の研究者の方との
研究交流の機会も多かったので、それらの方々と、そ
の後の様々な場面で話を聞いたりアドバイスをもらっ
たりすることができました。
　3点目は、アジア諸国を訪問することができたことで

す。当時のアジア諸国の多くは、民主化途上・直後の
段階で、経済発展段階もシンガポール・香港でも一人
当たりGDPがようやく一万ドルに達した位で、なお貧
困が根強くありました。この昔の状況を知っているからこ
そ、アジア諸国がこの30年で急激に成長したことを肌
で感じ取ることができていると思います。今日現在、
「普通」と思われることが、30年後は普通でなくなると
いうことは、皆さんにも覚えていてほしいと思います。

三箇山：
財務総研の研究員となってまだ日が浅くよくわかっ

ていなかった部分も多かったので、これから働いてい
くうえで非常に有意義なお話でした。
所長、本日は貴重なお話を大変ありがとうございま
した。
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